
笑
顔
と
自
然
が

こ
の
ま
ち
の
た
か
ら
も
の

こ
れ
ま
で
も

こ
れ
か
ら
も

花と緑と水のまち
宮崎県 三股町
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三股町立文化会館
自主文化事業

●お問い合わせ・電話予約・WEB予約・チケット販売［月曜を除く午前９時～午後５時］
　三股町立文化会館（Tel. 0986−51−3462 　https://bunka.town.mimata.lg.jp ）
●各公演とも前売にて完売の場合「 当日券」は販売しないことがあります。

5 三股町「スポーツ大会参加等激励金」を交付しました…8　まちの話題…10

………2

かつら  たけまる
鹿児島県鹿屋市出身　
平成５年真打昇進　
NHK 新人大賞受賞

２
０
１
８

せきせきてい  しんたろう
東京都杉並区出身　
平成 22 年真打昇進

たちばなの えんまん
東京都台東区出身　
平成 28 年真打昇進

昔
々
亭 

慎
太
郎

桂 

竹
丸

橘
ノ 

圓
満

さんしょうてい  かりゅう
東京都府中市出身　
平成 22 年真打昇進

三
笑
亭 

可
龍

会
人
四

笑
爆

落
語

熟
練
し
た
話
芸
、
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る

落
語
の
魅
力
を
た
っ
ぷ
り
お
届
け
し
ま
す

文化庁委託事業「平成 30 年度次代の文化を創造する新進芸術家育成事業」
主催：文化庁、公益社団法人 落語芸術協会
制作：公益社団法人 落語芸術協会　　開催協力：三股町・三股町教育委員会

開場╱ 18：00 　開演╱ 18：30
●木戸銭　1,000 円（全席自由席）

会場　三股町立文化会館
宮崎県北諸県郡三股町大字樺山3404番地 2
開催協力　三股町・三股町教育委員会
お問い合せ　0986-51-3462
https://bunka.town.mimata.lg.jp

6月23日（土） 　

演劇ワークショップ『みまた座』
15期生 募集！

■期間・時間＝６月開講～平成31年３月
　原則として、毎週木曜午後５時～６時30分
　（３月24日に本公演を上演予定）
■対象・定員＝おおむね小学４年生～高校２年生・20人程度
■参加費＝月額1,000円（保険料・諸経費）
■�申込方法＝参加申込書に必要事項をご記入の上、
　三股町立文化会館へお申し込みください。
　※��申込書は、文化会館窓口と文化会館WEBサイトで入手できます。
■申込締切＝５月31日[木]

まちなかでドラマに
出会える３日間
2018

読む
ドラマ

書く
ドラマ

観る
ドラマ

遠足気分でまちの劇場巡り！
三股で演劇を満喫しよう！

み ま た 演 劇 フェ ス テ ィバ ル ２ ０１８

◎ヨムドラ！（読むドラマ）
 『みまた町民３チーム』＋『九州屈指の劇団・ユニット』による朗読劇！ 

まちなかの３つの特設小劇場で、朗読劇（リーディング）を上演します。
町民によって書かれた短編作品を、町民参加の３チームと九州屈指の劇
団・ユニットが、30分の短編作品でありながらも、見ごたえのある６作
品を上演いたします。町民チームを演出するのは、九州各地で活躍する
３人の実力派演出家たち！お気軽に、まちなかをお散歩感覚で“ドラマ”
に会いに来ませんか？ 
■開催日／５月26・27日[土・日] (詳細はお問い合わせください)
■�出演／町民３チーム、九州の劇団・ユニット
■町民チーム演出家／高野桂子[福岡]、伊藤海[宮崎]、河野ミチユキ[熊本]
◎カクドラ！（書くドラマ）体験型戯曲講座「90分でせりふ書いてみる？」 

　“体験型”講座です。戯曲とは「演劇の台本」のこと。「短い会話をつない
でせりふにする…」自分だけの『ドラマ』を書いてみませんか？書き上
げた作品は、まちドラ！期間中どこかで「俳優たちが声に出して読んで
演じてくれる」という特典付です。
■日時／５月25日[金]午後７時30分～
　　　　 （参加無料、事前に申し込みが必要です）
◎ミルドラ！（観るドラマ）わが町の劇場で演劇公演を観よう！

わが町の劇場（文化会館）では、すぐれた演劇作品を上演します。演劇
をおもいっきり観たい！という方はこちらがお勧めです。

　劇団go to [福岡]　 上演作品：「愛の讃歌」
　当劇団の作品の特色でもある「専門技術」を要する表現（舞台上での
着付け）を作品に盛り込み、女優二人が表現豊かに演じます。
執着から逃れた先にある安堵を描いた、人生を巡り巡る物語。
■作・演出／後藤香
■出演／後藤香(劇団go to)・木内里美(Theちゃぶ台)
■日時／５月26日［土］午後7時開演／ 27日［日］午後４時開演
■場所／三股町立文化会館

◎「まちCafé」野外のお食事スペース
まちドラ！では、お芝居を観る楽しみのほかに、まちのどこかにお食

事を楽しめるくつろぎの空間ができる予定です（詳細はお問い合わせく
ださい）。 

◎プレドラ！☆まちドラ！１週間前の演劇上演！
　with a clink［熊本］　上演作品：「半分恋人」
　半分恋人。そんな関係だった男が、ぼちぼち、結婚する。親友と。
■日時／ 5月19日［土］午後７時開演・20日［日］午前11時開演・午後3時開演
■会場／みまたんえき　多目的ホール

★チケット料金
●ヨムドラ！〔１作品〕･･･300円、中学生以下無料
●ミルドラ！…一般2,000円、大学生以下1,000円（ともに当日同料金）
●お得なセットチケット！
・ヨムドラ！セット･･･1,500円（ヨムドラ！ 6 作品）中学生以下無料
・まちドラ！セット･･･3,000円（ヨムドラ！ 6 作品＋ミルドラ！）
● プレドラ！…一般1,500円（当日2,000円）、高校生以下500円（当日1,000円）

まちドラ！ 2018の詳しい情報は、三股町立文化会館WEBサイトで！
チケット取扱・お問い合わせ／三股町立文化会館

三股の子どもたちのための演劇講座です。
自由に、遊び心いっぱいに、

演劇を、『みまた座』で、楽しんでみませんか？

～70周年を祝おう。
これからも ずーっと三股～

町制施行70周年

三股町は、2018（平成30）年５月３日町制施行70周年を迎えます。
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三
股
町
は
、
２
０
１
８（
平
成
30
）
年
５

月
３
日
に
町
制
施
行
70
周
年
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
記
念
す
べ
き
年
に
、
町
民
の
皆
さ

ん
と
町
の
70
回
目
の
誕
生
日
を
お
祝
い
す

る「
町
制
施
行
70
周
年
記
念
事
業
」を
実
施

し
ま
す
。町
の
歩
み
を
振
り
返
り
、
町
民
の

皆
さ
ん
と
育
ん
で
き
た
時
間
に
思
い
を
巡

～
70
周
年
を
祝
お
う
。

こ
れ
か
ら
も 

ず
ー
っ
と
三
股
～

ドキドキみまたのロゴ
みまたんフォトコンテスト ＆
記念のカレンダー製作

「わが町・三股町」のおもなあゆみ

昭和39年
集団就職の送別

昭和42年
椎八重公園つり橋

昭和58年まで
長田小学校旧校舎

平成28年
第１回みまたん

霧島パノラマまらそん開催

昭和39年
都三線バス開通

町制施行70周年記念事業
三股の未来の創造に向け、全町的な「町制施行
70周年記念事業」の展開を図ります。式典など
の関連イベントについては、今後の広報みまた、
回覧や町公式ホームページなどで案内します。

70枚限定！
オリジナルナンバープレートを交付

プレートに「花と緑
と水のまち～三股町」
を表現。５月に『70枚
限定』で交付予定。

町制施行70周年記念式典を開催
開催日時：
　�11月3日(祝・土）
会場：
　町立文化会館

人口が増え続け、年少人口比率が高く子育てに
やさしいまちを表現しようと、町の形をハート
に見立て、上米公園の桜や澄みわたる川を泳ぐ
ヤマメ、椎八重公園のツツジなど、まちの様子
をハートに凝縮したイメージで生まれたロゴ
です。町制施行70周年を記念し「70th」を組み
合わせました。

「三股らしさ」を
テーマに行った
フォトコンテスト
の月間賞を集めて
カレンダーを製作
します。

ら
せ
な
が
ら
、
70
年
の
歴
史
を
土
台
に
し

て
、
新
し
い
視
点
で
の
三
股
の
未
来
の
創

造
に
向
け
、
全
町
的
な
記
念
事
業
の
展
開

を
行
い
ま
す
。

式
典
な
ど
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
は
、

今
後
の
広
報
み
ま
た
、回
覧
や
町
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
案
内
し
ま
す
。

「町史編さん」に
取り組みます
昭和36年に発刊さ
れ、その改訂版が昭
和60年11月１日に刊
行。約30年ぶりに全
面改訂の編さんに取
り組んでいます。

町
制
施
行
70
周
年
記
念
式
典

町
制
施
行
70
周
年
記
念
式
典
は
︑
多
数

の
来
賓
や
町
民
の
皆
さ
ん
に
集
ま
っ
て
い

た
だ
き
︑
町
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
大
き
な
機

会
で
あ
る
た
め
︑
70
周
年
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
の
中
核
と
し
て
実
施
し
ま
す
︒

町
史
編
さ
ん
の
報
告
︑
記
念
講
演
の
開

催
や
記
念
誌
の
発
行
な
ど
を
企
画
し
︑
歴

史
あ
る
町
の
節
目
の
年
を
祝
う
と
と
も
に

さ
ら
な
る
町
の
飛
躍
を
目
指
し
て
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
む
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
来
場
者

に
伝
わ
る
工
夫
を
行
い
ま
す
︒

ま
た
︑
記
念
式
典
は
︑
毎
年
︑
町
表
彰

式
を
開
催
し
て
い
る
11
月
3
日︵
祝
・
土
︶

に
行
い
︑式
典
開
催
の
お
知
ら
せ
の
た
め
︑

記
念
缶
バ
ッ
ジ
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
グ
ッ
ズ
の
配

布
を
５
月
以
降
に
実
施
す
る
予
定
で
す
︒

オ
リ
ジ
ナ
ル
ロ
ゴ
の
活
用

ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
︑
町
制
施
行
70
周
年
を

象
徴
す
る
︑
ト
レ
ー
ド
マ
ー
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と
し
て
︑

70
周
年
記
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事
業
の
実
施
中
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に
︑
平
成

30
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度
末
ま
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間
︑
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用
し
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い
く
も

の
で
す
︒

町
の
印
刷
物
や
Ｐ
Ｒ
グ
ッ
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に
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用

す
る
ほ
か
︑
町
以
外
の
団
体
な
ど
が
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
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ロ
ゴ
マ
ー
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活
用
で
き

る
よ
う
に
し
て
︑
ま
ち
全
体
の
機
運
を
盛

り
上
げ
て
い
き
ま
す
︒
ロ
ゴ
の
使
用
を
希

望
さ
れ
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場
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︑
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
︒
ま
た
︑
オ
リ
ジ
ナ
ル
ロ
ゴ
に
加
え
︑

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
今
後
発
表
し
ま
す
︒
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三
み

浦
うら

慶
けい

太
た

 さん
梶山小５年

家族みんなが快適に笑顔で
過ごせるまちをこれからも
守っていきたい。

笠
かさ

島
しま

幸
さち

代
よ

 さん
轟木在住／34歳

地域おこし協力隊員。地域
に伝わる三味線や踊りを学
び、次の世代に残したい。

三
み

浦
うら

遼
りょう

太
た

 さん
梶山小５年

自然がいっぱいのまちにた
くさんの人たちが訪れてに
ぎやかになってほしい。

鍋
なべ

倉
くら

歩
あ

夢
む

 さん
梶山小４年

自宅近くに広がる豊かな自
然をこれからも大切にして
いきたい。

松
まつ

清
きよ

華
はな

姫
び

 さん
梶山小６年

いつも声かけをしてくれる
地域の人の優しさをもっと
広げていきたい。

髙
たか

添
ぞえ

新
あら

登
と

 さん
三股西小３年

今はまだ町にはない大きな
宿泊施設。もし出来たら家
族と泊まってみたい。

中
なか

尾
お

帆
ほの

花
か

 さん
三股西小２年

花が大好き。町全体が花に
包まれて、みんなが笑顔に
なってほしい。

原
はら

本
もと

ジョンアさん
稗田在住/35歳

雨の日でも、子どもを遊ば
せながら、親が食事を楽し
めるような場所が欲しい。

久
く

寿
す

米
め

木
ぎ

千
ち

久
く

子
こ

 さん
大鷺巣在住/81歳

自宅近くに商店がなくて
も、食料品などの生活用品
を身近で手に入れたい。

岩
いわ

崎
さき

りさ さん
蓼池在住/32歳

生まれも育ちもずっと三
股。未来を担う子どもたち
を育てる保育士。

新
しん

平
ひら

遥
はるか

 さん
花見原在住/29歳

手遊びや絵本の読み聞かせ
せ活動でお母さん同士の交
流の機会を提供。

中
なか

石
いし

溶
よう

子
こ

 さん
谷在住/84歳

自宅近くを走る町のコミュ
ニティバスが、便利で毎日
の生活に欠かせない。

上
うえ

原
はら

尚
なお

子
こ

 さん
西植木在住/30歳

長女とセンターに通い、た
くさんのお母さんたちと出
会った。

高
たか

木
ぎ

登
と

美
み

子
こ

 さん
東植木/85歳

普段は、自転車で町内を駆
け回る登美子さん。生きが
いデイに通い健康を維持。

笠
かさ

島
しま

一
いち

郎
ろう

 さん
轟木在住/43歳

地域おこし協力隊員。三股
の魅力化に奔走中。思いの
凝縮した一言。

大
おお

村
むら

なつみ さん
中原在住/35歳

みまた演劇フェスティバル
『まちドラ！』に役者とし
て出演。練習に励む。

冨
とみ

迫
さこ

孔
みち

聡
と

 さん
都城在住/30歳

町雇用創造協議会の一員と
して、町の特産品を活用し
た新商品開発に取り組む。

森
もり

浩
ひろ

子
こ

 さん
下新在住/34歳

町物産館よかもんやのス
タッフとして生産者の思い
を消費者に届ける。

ま
ち
の

こ
こ
が
い
い
ね
！

ま
ち
が

こ
う
な
っ
た
ら

　
　
　
い
い
ね
！

子育てに優しく、福祉や医療環境に恵まれ、生活の利便性も高いことから、快適な住環境を築いている今の三股町。
現在、どのような魅力に溢れ、将来、まちはどのようになっていくのでしょうか。
理想とする未来の三股町を想像してみましょう。あなたはどんな姿を思い描きますか？

三股のいま
　・みらい

日
本
は
︑
こ
れ
ま
で
の
人
口
や
経
済
が

右
肩
上
が
り
の
高
成
長
時
代
か
ら
︑
右
肩

下
が
り
と
な
る
低
成
長
時
代
を
迎
え
て
い

ま
す
︒

こ
れ
ま
で
人
口
が
増
加
し
て
き
た
本
町

も
同
様
に
︑
今
後
︑
人
口
が
減
少
し
︑
財

政
規
模
が
縮
小
す
る
時
代
を
迎
え
る
中

で
︑
限
ら
れ
た
財
源
︑
地
域
資
源
を
有
効

に
活
用
し
︑
持
続
可
能
な
自
治
体
運
営
を

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
︒

そ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の
中
で
︑
三
股

町
は
︑
平
成
30
年
に
町
制
施
行
70
周
年
を

迎
え
ま
す
︒

本
町
の
70
年
と
い
う
歴
史
は
︑
私
た
ち

一
人
一
人
が
理
想
と
す
る﹁
暮
ら
し
や
す

い
ま
ち
づ
く
り
﹂
と
と
も
に
築
か
れ
て
き

ま
し
た
︒

先
人
た
ち
は
︑
ま
ち
の
発
展
を
願
い
︑

都
市
基
盤
の
整
備
を
進
め
る
一
方
︑
自
然

や
歴
史
遺
産
を
守
る
こ
と
で
︑
快
適
で
ゆ

と
り
あ
る
生
活
空
間
を
私
た
ち
に
残
し
て

く
れ
ま
し
た
︒

こ
れ
ら
を
引
き
継
ぐ
私
た
ち
も
︑
次
代

を
見
据
え
て
︑
さ
ま
ざ
ま
な
ま
ち
の
未
来

を
描
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
︒

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
と
笑
顔

が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
︑
住
民
一
人
一
人
が
生

き
が
い
を
感
じ
︑
輝
け
る
ま
ち
︑
な
ど
な

ど
︙
︒

そ
し
て
本
町
は
︑
あ
ら
ゆ
る
世
代
の

人
々
が﹁
成
熟
し
た
ま
ち
﹂を
実
感
で
き
る
︑

ず
っ
と
住
み
続
け
た
い
ま
ち
で
あ
る
よ
う

に
目
指
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
︒

﹁
成
熟
し
た
ま
ち
﹂
と
は
︑
私
た
ち
が
望

む
安
心
な
ま
ち
の
実
現
は
も
ち
ろ
ん
︑
う

る
お
い
と
や
す
ら
ぎ
を
感
じ
ら
れ
る
︑
質

的
に
豊
か
な
ま
ち
で
あ
り
︑
私
た
ち
が
愛

着
と
誇
り
を
持
て
る
ま
ち
で
す
︒

そ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
に
は
︑
行
政

だ
け
で
な
く
︑
多
様
な
主
体
が
協
力
・
連

携
し
︑
共
に
考
え
︑
知
恵
を
出
し
︑
創
意

工
夫
に
溢
れ
た
地
域
に
根
差
し
た
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
︒

こ
の
ま
ち
が
さ
ら
な
る
成
長
を
遂
げ

て
︑
全
て
の
町
民
が
ず
っ
と
笑
顔
で
あ
り

続
け
ら
れ
る
よ
う
に
︑
こ
れ
か
ら
も
︑今
を

生
き
る
私
た
ち
が
一
丸
と
な
っ
て
次
の
50

年
︑
１
０
０
年
を
見
据
え
た
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
︒

～
70
周
年
を
祝
お
う
。

こ
れ
か
ら
も 

ず
ー
っ
と
三
股
～

町
制
施
行
70
周
年
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① 【
９
人
制
バ
レ
ー
】
エ
ン
ジ
ョ
イ︵
菅す
が

松ま
つ

新し
ん

子こ

：
第

22
回
全
国
家
庭
婦
人
こ
と
ぶ
き
大
会︵
11
月
４
日

～
６
日
・
山
口
県
︶

② 【
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
】
さ
つ
き︵
新し
ん

澤さ
わ

津つ

小さ

夜よ

子こ

・

上か
み

村む
ら

ひ
と
み
・
上か
み

村む
ら

幸さ
ち

代よ

・
石い
し

脇わ
き

翔し
ょ
う

子こ

︶：
愛
し
と
ー

と
カ
ッ
プ
九
州
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
優
勝
大

会︵
11
月
17
日
～
18
日
・
熊
本
県
︶

③ 【
サ
ッ
カ
ー
】
セ
レ
ソ
ン
都
城
FC︵
中な
か

山や
ま

新し
ん

吾ご
︹
監

督
︺・
古ふ
る

江え

秀し
ゅ
う

大と

・
大お
お

江え

音と

環わ

・
清き
よ

原は
ら

寛ひ
ろ

斗と

・
南み
な
み

凜り
ん

太た

郎ろ
う

︶：
高
円
宮
杯
第
29
回
全
日
本
ユ
ー
ス︵
Ｕ

－

15
︶
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会︵
12
月
16
日
～
28
日
・

茨
城
県
︶

④ 【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
】
ス
タ
ー
キ
ッ
ズ︵
室む
ろ

井い

陽ひ

苗な

︶：

第
22
回
九
州
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

︵
12
月
17
日
・
沖
縄
県
︶

⑤ 【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
】
三
股
バ
ー
ド
ウ
ィ
ン
グ︵
松ま
つ

枝え
だ

陽は
る

士と

︶：
第
26
回
全
国
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手

権
大
会︵
12
月
22
日
～
26
日
・
広
島
県
︶

⑥ 【
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
】
Ｔ
・
Ｍ
バ
ト
ン︵
菅す
が

美み

咲さ
き

︶：
第
45
回
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
全
国
大
会

「アスリートタウンみまた」のさらなる飛躍を目指して

⑩ ⑦⑬

昨年11月～今年３月に「三股町スポーツ大会参加等激励金」の交付を受けた皆さ
んです（敬称略）。この激励金は、本町のスポーツ振興・競技力の向上を目的に、県・
九州代表として大会などへ参加する場合に交付されます（ただし、国民体育大会、学校

体育団体が主催・主管する大会や　強化合宿・学校活動の一環として開催される大会は除きます）。

︵
12
月
9
日
～
10
日
・
千
葉
県
︶

⑦ 【
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
】
都
城
東
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル︵
宮み
や

島じ
ま

聖せ
い

奈な

・
宮み
や

島じ
ま

杏あ
ん

奈な

・
小お

田だ

陽ひ

夏な

子こ

︶：

第
38
回
全
九
州
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
分
大

会︵
1
月
6
日
～
8
日
・
大
分
県
︶

⑧ 【
テ
ニ
ス
】都
城
ア
ト
ム
ジ
ュ
ニ
ア︵
岩い
わ

﨑さ
き

姫き

楽ら
ら

︶：

第
17
回
全
国
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会︵
３
月

29
日
～
30
日
・
千
葉
県
︶

⑨ 【
テ
ニ
ス
】
ス
タ
ー
キ
ッ
ズ︵
室む
ろ

井い

陽ひ

苗な

︶：
第
17
回

全
国
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会︵
３
月
29
日
～

30
日
・
千
葉
県
︶

⑩ 【
ゴ
ル
フ
】
長な
が

﨑さ
き

煌こ
う

心し
ん
：
Ｐ
Ｇ
Ｍ
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
ゴ

ル
フ
選
手
権
日
本
代
表
選
抜
大
会 

西
日
本
決
勝

大
会︵
３
月
31
日
～
４
月
１
日
・
兵
庫
県
︶

⑪ 【
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
】
三
股
ブ
ル
ー
ス
タ
ー
ズ︵
上か
み

村む
ら

一か
ず

久ひ
さ︹
監
督
︺・
上か
み

村む
ら

直な
お

人と

・
藤ふ
じ

野の

媛ひ

吏よ
り
・
大お
お

久く

保ぼ

ほ
の
か
・
堀ほ
り
の

内う
ち

京き
ょ
う

迦か

︶：
第
27
回
春
の
全
国
小
学
生

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
選
手
権
九
州
大
会︵
２
月
18
日
・

宮
崎
県
︶

⑫ 【
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
】
三
股
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ︵
野の

瀬せ

博ひ
ろ

三み
︹
監
督
︺・
栗く
り

原は
ら

蒼そ

空ら

・
脇わ
き

黒く
ろ

丸ま
る

奈な

な々

・
中な
か

石い
し

大ひ
ろ

夢む

・
坂さ
か

本も
と

皓ひ
ろ
・
黒く
ろ

木き

美み

羽う

・
小お

田だ

陽は
る

祈き

・
中な
か

川が
わ

純じ
ゅ
ん

之の

介す
け

・
木き

下し
た

凜り
ん

太た

郎ろ
う

・
原は
ら

田だ

磨ま

旺お

・
坂さ
か

本も
と

葵あ
お
い

・
井い

川が
わ

瑠る

菜な

・
栗く
り

原は
ら

陽は
る

乃の

︶：
第
27
回
春
の
全
国
小
学
生
ド
ッ

ジ
ボ
ー
ル
選
手
権
九
州
大
会︵
２
月
18
日
・
宮
崎

県
︶

⑬ ︻
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
︼
都
城
ド
リ
ー
ム
ガ
ー
ル
ズ︵
野の

尻じ
り

真ま

那な

・
松ま
つ

山や
ま

心み

奈な

美み

︶：
第
28
回
全
九
州
小
学
生

選
抜
男
・
女
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会︵
３
月
24
日
～

25
日
・
鹿
児
島
県
︶

三股町
「スポーツ大会参加　等激励金」を交付しました

⑫

⑤

⑥

⑧⑪

⑨ ③ ①

②④

Let's
Enjoy
Sports!
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Library
◎問い合わせ
三股町立図書館
〒889─1901 三股町大字樺山3406─8
TEL.51-3200 FAX.51-3751

「小さな音楽会のおはなしと音楽のコンサート」
●
絵
本
と
音
楽
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

絵
本
と
音
楽
の
両
方
を
楽
し
め
る「
小
さ

な
音
楽
会
の
お
は
な
し
と
音
楽
の
コ
ン
サ
ー

ト
」を
実
施
し
ま
す
。子
ど
も
の
読
書
週
間
の

関
連
事
業
と
し
て
、
今
年
で
15
回
目
を
迎
え

ま
す
。開
催
日
時
は
５
月
13
日（
日
）午
後
２

時
か
ら
で
す
。た
く
さ
ん
の
絵
本
や
音
楽
、詩

な
ど
が
登
場
す
る
、０
歳
の
赤
ち
ゃ
ん
か
ら

で
も
楽
し
め
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。ご
家
族

で
、
お
は
な
し
と
音
楽
の
時
間
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。入
場
は
無
料
で
す
が
、図
書
館
で

配
布
す
る
整
理
券
が
必
要
と
な
り
ま
す
。ま

た
、電
話
予
約
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
町
制
施
行
70
周
年
関
連
展
示
に
つ
い
て

図
書
館
で
は
、町
制
施
行
70
周
年
に
合
わ

せ
て
、昭
和
時
代
の
町
広
報
紙
や
今
ま
で
に

作
ら
れ
た
町
制
施
行
記
念
誌
な
ど
を
展
示
し

て
い
ま
す
。町
内
や
近
隣
市
町
の
、昔
懐
か
し

い
写
真
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ど
う
ぞ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■�

休
館
案
内（
17
㌻
く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
）

Culture
◎問い合わせ
三股町立文化会館
〒889─1901 三股町大字樺山3404─2
TEL.51-3462 FAX.51-3561

●
心
温
ま
る
子
ど
も
た
ち
の
お
芝
居

３
月
25
日
、
自
主
文
化
事
業
・
演
劇
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ「
み
ま
た
座
」14
期
生
・
本
公
演

『
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
』が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
み
ま
た
座
」
と
は
、
毎
年
６
月
～
３
月
の

期
間
で
実
施
し
て
い
る
小
中
高
校
生
が
対
象

の
演
劇
講
座
で
す
。演
劇
監
督
に
永な
が

山や
ま

智と
も

行ゆ
き

（
劇
団
こ
ふ
く
劇
場
）、講
師
に
同
劇
団
の
俳

優
陣
を
迎
え
、
子
ど
も
た
ち
の
表
現
の
場
と

し
て
14
年
間
続
い
て
い
ま
す
。

今
回
の
公
演
は
14
期
生
の
集
大
成
で
し
た
。

作
者
は
、平
成
28
年
度
戯
曲
講
座「
せ
り
ふ
書

い
て
み
る
？
」の
受
講
生
の
恒つ
ね

吉よ
し

天あ
ま

音ね

さ
ん
。

み
ま
た
座
の
卒
業
生
で
も
あ
る
彼
女
が
、
後

輩
の
た
め
に
書
き
下
ろ
し
ま
し
た
。舞
台
は
、

今
は
閉
店
し
て
し
ま
っ
た
駄
菓
子
屋「
や
ま

だ
」。そ
こ
に
や
っ
て
来
た
女・涼
香
の
小
学
校

の
思
い
出
の
お
話
で
す
。

桜
が
咲
き
始
め
た
春
の
日
。観
客
は
、子
ど

も
た
ち
の
お
芝
居
に
笑
い
、時
に
涙
し
、心
温

ま
る
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

●
ま
ち
が
演
劇
に
染
ま
る
３
日
間
！

５
月
25
日
～
27
日
、
今
年
で
７
回
目
と
な

る「
み
ま
た
演
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル�

ま
ち
ド

ラ
！
２
０
１
８
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
駅
か
ら
文
化
会
館
の

エ
リ
ア
で
行
わ
れ
ま
す
。今
年
も
、三
股
駅
と

中
央
公
民
館
第
一
研
修
室
、三
股
町
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー「
あ
つ
ま

い
」が
小
劇
場
に
変
貌
し
ま
す
。

上
演
さ
れ
る
物
語
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
と

九
州
各
地
の
劇
団
に
よ
る
短
編
朗
読
劇
６
作

品
。劇
場
か
ら
劇
場
を
歩
い
て
回
り
、20
分
ほ

ど
の
作
品
を
気
軽
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。道
中
、「
ま
ち
ド
ラ
！
」
ツ
ア
ー
コ
ン
ダ

ク
タ
ー
が
案
内
し
ま
す
の
で
、
ま
ち
歩
き
も

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

ま
た
、文
化
会
館
で
は
、演
劇「
愛
の
讃
歌
」

を
上
演
し
ま
す
。本
格
的
な
演
劇
を
楽
し
み

た
い
人
に
お
す
す
め
で
す
。５
月
の
３
日
間
、

三
股
町
が
演
劇
に
染
ま
り
ま
す
！

詳
し
く
は
、本
紙
裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
特
設
展
示【
認
知
症
を
知
ろ
う
】

「
認
知
症
を
知
ろ
う
」を
テ
ー
マ
に
、図
書
展

示
を
行
い
ま
し
た
。認
知
症
に
つ
い
て
知
る

こ
と
が
で
き
る
本
や
、
認
知
症
と
向
き
合
い

な
が
ら
生
活
を
送
っ
て
い
る
人
々
の
エ
ッ
セ

イ
な
ど
を
展
示
し
ま
し
た
。合
わ
せ
て
、町
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
提
供
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
も
展
示
配
布
し
ま
し
た
。現
在
は
、
館
内

「
く
ら
し
と
生
活
の
コ
ー
ナ
ー
」で
、認
知
症

に
関
す
る
図
書
を
配
置
し
て
い
ま
す
。ど
う

ぞ
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

毎
月
第
３
金
曜
日
に
、「
と
し
ょ
か
ん
映
写

会
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。５
月
は
認
知
症
を

テ
ー
マ
と
し
た
作
品『
ケ
ア
ニ
ン
～
あ
な
た
で

よ
か
っ
た
～
』を
５
月
18
日（
金
）午
後
１
時

30
分
か
ら
上
映
し
ま
す
。「
認
知
症
で
人
生
終

わ
り
に
な
ん
て
、僕
が
さ
せ
な
い
…
」30
カ
所

も
の
介
護
福
祉
施
設
や
専
門
学
校
な
ど
を
取

材
し
て
作
ら
れ
た
、
介
護
と
い
う
仕
事
を
通

し
て
働
く
こ
と
の
意
味
や
、人
と
人
、地
域
と

の
つ
な
が
り
が
描
か
れ
た
作
品
で
す
。ぜ
ひ
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

みまた座14期生・本公演の様子

特設展示　本をとおして認知症を知ろう

まちドラ！ツアコンとまち歩きの様子

外国語指導助手のコーナー

は
じ
め
ま
し
て
！

私
の
名
前
は
ラ
イ
ト 

デ
レ
ッ
ク
で

す
。今
回
は
、
私
の
地
元
を
紹
介
し
よ
う

と
思
い
ま
す
。私
の
出
身
は
ア
メ
リ
カ
の

オ
レ
ゴ
ン
州
で
す
。オ
レ
ゴ
ン
州
は
ア
メ

リ
カ
の
西
部
で
、
上
は
ワ
シ
ン
ト
ン
州
、

下
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
が
あ
り
ま
す
。

１
８
５
９
年
に
作
ら
れ
た
33
番
目
の
州
で
、

ア
メ
リ
カ
で
９
番
目
の
大
き
さ
で
す
。

実
は
オ
レ
ゴ
ン
州
の
東
部
は
３
分
の
２

が
砂
漠
で
残
り
が
森
と
街
と
い
う
、
と
て

も
自
然
が
豊
か
な
と
こ
ろ
で
す
。日
本
と

同
じ
で
、四
季
も
あ
り
ま
す
。春
は
た
く
さ

ん
花
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
夏
に
は
船
に

乗
っ
て
川
下
り
を
し
た
り
、
海
で
泳
い
だ

り
、
い
っ
ぱ
い

魚
を
釣
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。秋
に
は
紅
葉
が
見
ら
れ
、

冬
は
雪
が
た
く
さ
ん
降
る
の
で
、
い
ろ
ん

な
ス
ノ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

最
後
に
、
オ
レ
ゴ
ン
州
の
有
名
な
食
べ

物
を
紹
介
し
ま
す
。一
番
有
名
な
食
べ
物

は
、チ
ー
ズ
で
す
。ま
た
、ワ
イ
ン
と
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
も
と
て
も
お
い
し
い
で
す
よ
。

今
回
は
こ
こ
ま
で
。も
っ
と
オ
レ
ゴ
ン

州
の
こ
と
や
ア
メ
リ
カ
の
こ
と
が
知
り
た

い
と
い
う
人
は
、
私
に
聞
い
て
く
だ
さ
い

ね
。い
つ
で
も
笑
顔
で
お
答
え
し
ま
す
！

〜大人も一緒に「食育」〜
いきいき げんき！ ★健康バランス食実践のために★

● 問い合わせ：町健康管理センター  ☎52−8481毎月19日は
食 育 の 日

旬の食材は　おいしい！栄養価が高い！安い！といいこと尽くしです。旬の食
材を使った健康バランス食を紹介します。ご家庭での献立にご利用ください。

★５月の旬の食材は、アスパラガス、ニラ、キクラゲ、ショウガ、レタス、タケノコです（材料は全て１人分です）。

◎主菜　とうふソテーアスパラあんかけ
 218㌔㌍　塩分1.0㌘
材　料　�木綿とうふ…100㌘ (1/4丁)、アスパラガス…2本、ニラ…10㌘、ニ

ンジン…20㌘、豚薄切り肉…20㌘、小麦粉…小さじ１、油…小さじ2、
だし汁…大さじ2、薄口しょうゆ…小さじ１、水溶き片栗粉…適量

作り方　�①とうふは水気をふき取り、小麦粉をまぶす。②フライパンに油
を熱し、とうふを両面こんがりと焼く。③アスパラは斜め切り、
ニンジンは細切り、ニラは長さ3㌢に切る。豚肉も細く切る。④
とうふを焼いたフライパンに豚肉を入れて中火で炒め、ニンジン、
アスパラ、ニラの順に炒める。⑤だし汁としょうゆを加え、一煮
たちしたら水溶き片栗粉を回し入れ、とろみを付ける。

◎副菜　鶏レバーときくらげのしょうが煮
 68㌔㌍　塩分0.9㌘
材　料　�鶏レバー…30㌘、キクラゲ…1㌘、ショウガ…1㌘、モヤシ…30㌘、

●水…大さじ2、●砂糖…小さじ１、●しょうゆ…小さじ１、●酒
…小さじ1/2、ゴマ油…小さじ1/4

作り方　�①レバーは水洗いして一口大に切り、熱湯をかける。②キクラゲ
は湯でもどし、千切りする。ショウガも千切りする。③鍋に●の
材料を入れて沸騰させ、レバーとキクラゲ、モヤシを入れて煮る。
④煮詰まったらゴマ油を加えて絡める。

◎副菜　レタスのスープ
 18㌔㌍　塩分1.1㌘
材　料　�レタス…20㌘、水煮タケノコ…30㌘、コンソメ…1/2個、水…

120㍉㍑、コショウ…少々
作り方　�①鍋に水とコンソメを入れ煮立たせる。②食べやすい大きさにち

ぎったレタスと細切りにしたタケノコを加え、沸騰したらコショ
ウを振る。

町制施行70周年記念行事実行委員会便り
【第７回】

◎もう一品　かからん団子
 90㌔㌍　塩分0.2㌘
材　料　�団子の粉…8㌘、さらしあん…8㌘、砂糖…8㌘、塩…少々、水…20㍉㍑
作り方　�①材料を全部混ぜて、耳たぶくらいの硬さにこねる(水は調整する)。

②丸めて手のひらで押して、平らにする。蒸し器で20分蒸す。

◎主食　ご飯
 168㌔㌍
 塩分0㌘
材　料　�ご飯…100㌘

ライト・デレック

町制70周年記念の
オリジナルナンバープレートを
交付します！
■交付枚数＝原動機付自転車50cc以下（白色）…70枚
　※４、９が付く番号は除く。無くなり次第終了。
■交付開始日＝５月31日（木）から交付開始
　�月曜～金曜（祝日は除く）の午前８時30分～午後０時
15分、午後１時～５時
■交付場所＝税務財政課�住民税係
　※初日(31日)のみ役場４階第１会議室で交付します。
■�手続きに必要なもの＝新規登録、番号変更ともに通常
ナンバーの交付手続きと同じです。詳しくは税務財政
課住民税係にお問い合わせください。

■その他＝
　・�希望ナンバーは指定できません（受付順に交付）。
　・交付初日のみ整理券を配布します。
　・�できるだけ多くの人に配布できるように、来庁者一

人につき一枚限り配布します（代理可）。
　・手続きは、電話や郵送では受け付けできません。
■問い合わせ＝税務財政課�住民税係　☎52-9638
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ちの話題ま
MIMATA TOWN'S TOPICS

「
一
年
か
け
て
、
丁
寧
に
愛
情
を
込
め
て
作
り
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
こ
れ
か
ら
も
見

守
っ
て
い
き
た
い
で
す
」

内う
ち

村む
ら

エ
ミ
子こ

さ
ん

（
山
王
原
在
住
）

町
更
生
保
護
女
性
会

副
会
長

３
月
16
日
︑
町
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
﹁
元
気
の
杜
﹂
で﹁
町
災
害

救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運

営
訓
練
﹂︵
町
社
会
福
祉
協
議
会
主

催
︶
を
実
施
し
ま
し
た
︒
こ
の
日

は
︑
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議

会
会
員
︑
町
民
生
委
員
児
童
委
員

な
ど
が
参
加
︒訓
練
で
は
︑参
加
者

が
セ
ン
タ
ー
の
機
能
ご
と︵
ニ
ー

ズ
班
︑受
付
班
︑
マ
ッ
チ
ン
グ
班
︑

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
班
な
ど
︶

に
振
り
分
け
ら
れ
︑
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
受
付
か
ら
支
援
ニ
ー
ズ
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
︑
現
地
ま
で
の
送
り

出
し
に
つ
い
て
︑
一
連
の
流
れ
を

実
際
に
体
験
し
ま
し
た
︒

災
害
時
に
備
え
て
実
際
に
体
験

災
害
セ
ン
タ
ー
運
営
訓
練

民
生
委
員

３
月
８
日
︑
町
更
生
保
護
女
性

会︵
今い

ま

村む
ら

貢み
つ
ぎ

会
長
・
56
人
︶
は
︑小

学
校
の
卒
業
生
に
贈
る
押
し
花
付

き
の
し
お
り
を
︑
町
内
全
て
の
学

校
に
届
け
ま
し
た
︒
こ
れ
は
︑﹁
子

ど
も
た
ち
が
心
豊
か
に
育
ち
︑
罪

を
犯
さ
な
い
大
人
に
な
っ
て
欲
し

い
﹂
と
の
思
い
で
10
年
ほ
ど
前
か

ら
行
っ
て
い
る
も
の
︒４
月
に
は

新
入
生
に
向
け
て
︑
ラ
ン
ド
セ
ル

に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
鈴
付
き

の
人
形
を
贈
呈
︒一
個
ず
つ
手
作

り
し
た
同
会
の
皆
さ
ん
は
︑﹁
こ

の
人
形
と
一
緒
に
︑
楽
し
い
学
校

生
活
を
送
っ
て
く
れ
た
ら
う
れ
し

い
﹂
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
︒

更
生
保
護
女
性
会

小
学
生
に
手
作
り
の
贈
り
物

３
月
13
日
︑
町
中
央
公
民
館
で

﹁
町
教
育
委
員
会
児
童・生
徒
表
彰

式
﹂が
行
わ
れ
ま
し
た
︒学
校
内
外

で
︑他
の
模
範
と
な
る
児
童・生
徒

の
功
績
を
た
た
え
︑
平
成
24
年
度

か
ら
毎
年
表
彰
し
て
い
ま
す
︒
こ

の
日
は
︑町
内
の
各
小・中
学
校
か

ら
推
薦
を
受
け
た
６
人
と
２
団
体

に
宮み

や

内う
ち

浩こ
う

二じ

郎ろ
う

教
育
長
か
ら
表
彰

状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
︒受
賞
者

代
表
で
中な

か

村む
ら

結ゆ
う

奈な

さ
ん︵
勝
岡
小

６
年
︶が
謝
辞
を
述
べ
た
あ
と
︑町

小
中
学
校
長
会
長
川か

わ

𥔎さ
き

正し
ょ
う

一い
ち

校
長

が﹁
相
手
を
思
い
や
る
心
を
こ
れ

か
ら
も
大
切
に
し
て
ほ
し
い
﹂
と

受
賞
者
を
激
励
し
ま
し
た
︒

模
範
児
童
・
生
徒
を
表
彰

児
童
・
生
徒
表
彰
式

受
賞
者
代
表

中な
か

村む
ら

結ゆ
う

奈な

さ
ん

（
勝
岡
小
６
年
）

坂さ
か

元も
と

慶け
い

子こ

さ
ん

（
花
見
原
在
住
）

「
友
達
が
困
っ
て
い
た
ら
手
助
け
で
き
る
よ
う

に
、
中
学
生
に
な
っ
て
も
続
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。」

３
月
22
日
︑
社
会
福
祉
法
人
ゆ

り
か
ご
会
み
ど
り
保
育
園︵
平ひ

ら

川か
わ

英え
い

輔す
け

園
長
︑
85
人
︶
で
︑
年
長
児

を
対
象
と
し
た﹁
モ
ー
モ
ー
ス

ク
ー
ル
﹂が
行
わ
れ
ま
し
た
︒こ
れ

は
︑
カ
ル
シ
ウ
ム
や
タ
ン
パ
ク
質

が
豊
富
で
栄
養
価
が
高
い
牛
乳
に

親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
︑Ｊ
Ａ
宮

崎
経
済
連
が
Ｊ
Ａ
都
城
酪
農
部
会

な
ど
の
協
力
を
得
て
開
催
︒牛
乳

や
生
ク
リ
ー
ム
を
使
っ
た
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
作
り
を
体
験
︒子
ど
も

た
ち
は
︑
自
分
た
ち
で
手
作
り
し

た
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
頬
張
る
と
︑

﹁
お
い
し
い
﹂
と
歓
声
を
上
げ
︑満

面
の
笑
み
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
︒

牛
乳
で
丈
夫
な
体
に
な
ろ
う

「
モ
ー
モ
ー
ス
ク
ー
ル
」

参
加
者

中な
か

村む
ら

柑か
ん

奈な

さ
ん

（
蓼
池
在
住
）

「
乳
し
ぼ
り
体
験
が
楽
し
か
っ
た
で
す
。
手
作

り
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
が
お
い
し
か
っ
た
の
で
、

家
族
と
一
緒
に
作
っ
て

食
べ
た
い
で
す
」

３
月
７
日
︑
都
城
地
域
家
畜
市

場
で
開
催
さ
れ
た
Ｊ
Ａ
都
城
主
催

の﹁
３
月
度
郡
市
和
牛
共
進
会
﹂

で
︑
木き

下し
た

登の
ぼ
る

さ
ん
が
生
産
し
た

﹁
ま
い
﹂号
が
優
等
２
席
︑松ま

つ

山や
ま

安や
す

郎ろ
う

さ
ん
が
生
産
し
た﹁
み
か
﹂号
が

優
等
３
席
︑
安や

す

田だ

由ゆ

美み

子こ

さ
ん
が

生
産
し
た﹁
め
ぐ
み
﹂
号
が
優
等

４
席
︑
東ひ

が
し

節せ
つ

雄お

さ
ん
が
生
産
し
た

﹁
あ
か
り
﹂号
が
優
等
６
席
を
獲
得

し
ま
し
た
︒今
回
初
め
て
︑町
出
品

牛
４
頭
が
同
時
に
優
等
賞
を
獲
得

す
る
快
挙
を
達
成
し
ま
し
た
︒

こ
の
日
は
︑
本
町
と
都
城
市
か

ら
各
地
区
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
雌

牛
38
頭
が
出
場
︒本
町
出
品
牛
４

頭
は
︑
発
育
が
良
く
品
位
に
富
み
︑

全
体
の
バ
ラ
ン
ス
に
優
れ
て
い
る

点
な
ど
が
高
く
評
価
さ
れ
優
等
賞

８
頭
枠
内
に
選
ば
れ
︑
町
内
の
生

産
者
の
飼
養
管
理
の
技
術
の
高
さ

を
証
明
す
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
︒

郡
市
和
牛
共
進
会

出
品
牛
４
頭
が
優
等
賞

３
月
４
日
︑
勝
岡
小
み
ど
り
の

少
年
団︵
内う

ち

村む
ら

昭て
る

史ふ
み

育
成
会
長
︑44

人
︶
が
︑
勝
岡
小
学
校
で
解
団
式

を
行
い
ま
し
た
︒同
少
年
団
は
︑小

学
校
敷
地
内
で
の
植
栽
や
︑
イ
ベ

ン
ト
で
花
の
種
を
配
布
す
る
な
ど
︑

緑
化
推
進
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し

た
︒ま
た
︑キ
ャ
ン
プ
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
行

事
の
と
き
に
は
︑
地
域
の
ご
み
拾

い
な
ど
環
境
保
護
活
動
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
︒こ
の
日
は
︑町
内

４
カ
所
の
高
齢
者
施
設
と
２
カ
所

の
公
共
施
設
へ
︑
プ
ラ
ン
タ
ー
に

植
栽
し
た
花
を
寄
贈
︒そ
の
後
︑学

校
で
解
団
式
を
行
い
︑
一
年
間
の

活
動
を
振
り
返
り
ま
し
た
︒

高
齢
者
施
設
な
ど
に
花
を
寄
贈

み
ど
り
の
少
年
団
解
団
式

み
ど
り
の
少
年
団

内う
ち

村む
ら

知ち

広ひ
ろ

さ
ん

（
勝
岡
小
６
年
）

「
団
に
入
っ
て
か
ら
、
環
境
の
こ
と
を
考
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。地
域
の
み
ど
り
を
守
る
た
め

に
、
こ
の
活
動
が
ず
っ

と
続
い
て
欲
し
い
で
す
」

「
訓
練
を
体
験
し
て
み
て
、
気
づ
い
た
点
を
改

善
し
、
実
際
の
災
害
時
に
生
か
す
こ
と
が
で
き

た
ら
と
思
い
ま
す
」

３
月
27
日
︑﹁
三
股
町
男
の
料
理

ク
ラ
ブ
友
志
会
﹂︵
堀ほ

り

脇わ
き

孝た
か

夫お

代

表
︶
の
会
員
17
人
は
︑
町
健
康
管

理
セ
ン
タ
ー
で
総
会
と
料
理
講
習

を
開
催
し
ま
し
た
︒同
ク
ラ
ブ
は

料
理
を
通
し
︑
健
康
考
察
や
会
員

相
互
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
に
︑15
年
以
上
活
動
を
継
続
︒今

回
挑
戦
し
た
料
理
は
︑﹁
ま
ぜ
ご
は

ん
﹂﹁
か
ら
揚
げ
﹂﹁
た
ま
ご
や
き
﹂

の
３
品
で
す
︒
み
ん
な
で
手
際
よ

く
調
理
し
た
後
は
︑
上
米
公
園
へ

移
動
し
︑満
開
の
桜
の
下
で
︑手
作

り
の
料
理
に
舌
鼓
︒和
気
あ
い
あ

い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
︑
お
互
い

の
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
︒

「
食
」で
繋
が
る
長
年
の
交
流

三
股
町
男
の
料
理
ク
ラ
ブ

町
男
の
料
理
ク
ラ
ブ

「
友
志
会
」代
表

堀ほ
り

脇わ
き

孝た
か

夫お

さ
ん

（
山
王
原
在
住
）

「
料
理
を
作
る
楽
し
さ
を
み
ん
な
で
味
わ
え
ま

す
。
現
在
、
会
員
募
集
中
で
料
理
初
心
者
で
も

大
歓
迎
で
す
」

４
月
14
日
︑
町
消
防
団︵
里さ

と

岡お
か

広ひ
ろ

志し

団
長・１
６
０
人
︶の
平
成
30

年
度
辞
令
交
付
式
が
︑
町
多
目
的

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
︵
旧
勤
労
者

体
育
セ
ン
タ
ー
︶
で
行
わ
れ
ま
し

た
︒式
で
は
︑新
し
く
︑消
防
団
長

に
就
任
し
た
里
岡
団
長
か
ら
︑
新

副
団
長
１
人
︑新
部
長
１
人
︑新
副

部
長
２
人
︑
新
入
団
員
10
人
に
辞

令
を
交
付
し
ま
し
た
︒

そ
の
後
︑
辞
令
を
受
け
た
団
員

を
代
表
し
て
出で

水み
ず

学ま
な
ぶ

副
団
長
が

﹁
忠
実
に
消
防
の
義
務
を
遂
行
す

町
の
安
全
の
た
め
決
意
新
た
に

消
防
団 

辞
令
交
付
式

る
こ
と
を
誓
い
ま
す
﹂
と
力
強
く

宣
誓
︒新
団
員
た
ち
は
緊
張
し
た

面
持
ち
で
消
防
団
の
使
命
を
強
く

感
じ
て
い
る
様
子
で
し
た
︒引
き

続
き
︑３
月
31
日
付
で
退
団
し
た

朝あ
さ

倉く
ら

勝か
つ

昭あ
き

団
長
以
下
８
人
の
団
員

の
家
族
に
︑
木
佐
貫
町
長
か
ら
慰

労
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
︒
ま
た
︑

日
本
消
防
協
会
か
ら
町
消
防
団
に

﹁
竿か

ん

頭と
う

綬じ
ゅ

表
彰
﹂︑
機
動
本
部
長
に

﹁
精せ

い

績せ
き

章し
ょ
う

表
彰
﹂
の
伝
達
や
ラ
ッ

パ
隊
の
演
奏
も
行
わ
れ
︑
式
は
終

始
厳
粛
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い

ま
し
た
︒辞
令
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す︵
敬
称
略
︶︒

【
新 

副
団
長
】︽
機
動
本
部
︾出で

水み
ず

学ま
な
ぶ

【
新
部
長
】︽
第
２
部
︾大お

お

村む
ら

一か
ず

明あ
き

【
新 

副
部
長
】︽
第
２
部
︾
和わ

田だ

真ま
さ

祉し

︽
第
６
部
︾
東ひ

が
し

裕ゆ
う

治じ

【
新 

入
団
員
】︽
機
動
本
部
︾
佐さ

さ々

木き

義よ
し

和か
ず︽

第
１
部
︾
久く

木き

山や
ま

徹と
お
る

︑森も
り

宏や
す

幸ゆ
き

︑菊き
く

川か
わ

隆り
ゅ
う

児じ

︽
第

２
部
︾
時と

き

任と
う

宏ひ
ろ

宣の
り

︑
中な

か

西に
し

航か
ず

也や

︽
第
３
部
︾
堀ほ

り

田た

光み
つ

明あ
き︽

第

６
部
︾大お

お

盛も
り

国く
に

治は
る

︑田た

口ぐ
ち

賢け
ん

児じ

︽
第
７
部
︾落お

ち

合あ
い

晶あ

武む

斗と

10人の新入団員

精積章表彰伝達を受ける
永吉機動本部長

町長から辞令を受ける
里岡団長

力強く宣誓した出水副団長
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・�県が指定する浄化槽設置者講習会を
受講していること

■問い合わせ＝
　環境水道課 環境保全係
　☎52－9082

国民健康保険は、市町村それぞれが
保険者となって運営していましたが、
本年度からは県と市町村が保険者と
なって運営します。県は、財政運営の責
任主体となり、安定した財政運営や効
率的な事業運営の確保など、国保運営
の中心的な役割を担います。市町村は、
資格管理、保険給付、保険税率の決定、
賦課・徴収、保険事業など、地域でのき
め細かい事業を引き続き担います。
■具体的には何が変わるの？
　 　県と市町村が共同の保険者になる

ことで、被保険者証の様式（８月の一
斉更新時から変更）や高額療養費の
多数該当の算定方法が変更されます。
各種申請や届け出は、今までどおり
役場の窓口で手続きをします。保険
税は、県から示された国保事業費納
付金の額などを元に、今までどおり
本町が保険税率を決定します。納付
も今までどおり本町に納めます。

■ 高額療養費の多数該当に係る該当
回数が引き継がれます

　 　高額療養費の多数該当は、過去12
カ月以内に高額療養費の支給が4カ
月以上である場合に、自己負担額を
引き下げることができる制度です。

　 　これまでは、他市町村へ住所異動
した場合、改めて１回目からカウン
トされていました。本年度からは県
内での住所異動で、世帯の継続性が
保たれていれば、４月以降の療養に
おいて発生した前住所地の額療養費
の多数回該当のカウントが引き継が
れます。世帯の持続性の判定は市町
村で行います。

■問い合わせ＝
　町民保健課 国保年金係
　☎52－9632

町民と協力して地域を活性化する
「自立と協働で創る元気なまち三股」を
目指して、特色のある地域づくりを目
指す団体に補助金を交付します。たく
さんの応募をお待ちしています。
■ 補助団体＝町内で自主的に地域活
動を実施する団体。ただし、町の他
事業の補助を受けている団体は申請
できません。

■ 補助期間＝活動のきっかけづくり
の支援ですので、原則１年間（事業年
度の３月31日まで）となります。　
ただし、審査会で特別に認められた
事業は、最長３年まで延長できます。

■補助金額＝事業内容を審査会で審査
して決定します。ただし、限度額は20
万円。継続が認められた事業は、次
年度以降の補助額は減額されます。

■募集期間＝５月22日（火）まで
※�補助金を受けるためには、審査会で
事業の内容を代表者に説明していた
だき、認定を受ける必要があります。
また、事業の採択・補助金額の決定
は、予算の範囲内で審査会において
決定しますので、あらかじめご了承
ください。

■問い合わせ＝
　企画商工課 企画政策係
　☎52－1114

「家庭用電動生ごみ処理機」とは、家
庭から出た生ごみを減量化・堆肥化で
きる機械です。

生ごみの量が減り、処理後は臭いも
無くなり肥料として活用できます。家
庭でできる環境保全活動に取り組んで
みませんか？
■補助対象＝次の要件に全て該当する
ことが必要です。

① 町内に住所があり、引き続き住む予

定の人※法人は除きます。
② 家庭で使用するために、町内または

都城市内の販売店から電動生ごみ処
理機を購入する人※購入済みの機械
は対象外です。

③ 電動生ごみ処理機購入費補助金を過
去に一度も受けたことがない世帯。

　※補助対象は１世帯に１台です。
④町税の滞納がない人
⑤ 処理機の使用状況などに関する調査

に協力できる人
⑥ 補助金の交付決定日から平成31年３

月31日（金）までに購入した機械
■ 補助金額＝本体購入金額の半額
（100円未満は切り捨て）。ただし、
補助額の上限は３万円です。
※�補助対象となるのは処理機本体の
購入費（税込み）のみで、取り付け
費用・付属品代・配達料などは対象
となりません。

■受付期間＝平成31年２月28日（木）
まで※予定件数に達し次第、終了と
なりますのでご了承ください。

■その他＝補助金交付申請・実績報告
など各種書類の提出が必要です。

■問い合わせ＝
　環境水道課 環境保全係
　☎52－9082

■寄付者一覧
平成30年３月１日から３月31日まで
社会福祉法人�三股町社会福祉協議会
●忌明寄付

●一般寄付
広
こう

済
さい

寺
じ

仏教婦人会………………２万円
ボランティアグループほうれんそう
代表�長

なが

野
の

征
ゆく

子
こ

��…………………５千円

国が実施する全国瞬時警報システム
（Jアラート）の全国一斉情報伝達訓練
（第１回）に合わせて、本町でも情報伝
達試験を実施します。
町内各所に設置されている防災行政
用無線のスピーカーから、次の日程で
音声が一斉に流れます。ご理解とご協
力をお願いします。
■日時＝５月16日（水）午前11時ごろ
■試験方法＝防災行政無線（広報塔）
を使用します。

■放送内容＝コールサイン（１回）⇒
「これはJアラートのテストです」
（３回）⇒下りチャイム（１回）
※�「Jアラート」は、国が人工衛星を
使い、町の防災行政無線を直接起
動させて緊急事態の情報をお知ら
せするシステムです。災害発生や
気象状況によっては、情報伝達試
験を中止する場合があります。中
止する場合は、防災行政用無線で
お知らせします。

■問い合わせ＝
　総務課 危機管理係（２階⑦番窓口）
　☎52－1110

～�人権擁護委員はあなたのまちの相談
パートナーです～
全国人権擁護委員連合会では、人権

への理解を深めるため、人権擁護委員
法の施行日である６月１日を「人権擁
護委員の日」と定めています。これに伴
い、町では人権に関する特別相談所を
開設します。

いじめ、虐待などの「人権相談」だけ
でなく、家族関係（夫婦・親子・離婚・
扶養・相続）・近隣トラブル、金銭貸借、
借地借家、登記などの問題でお困りの
人は、人権擁護委員または宮崎地方法

務局都城支局（☎22－0490）へご相談く
ださい。相談は無料で、秘密は固く守ら
れます。

【特設相談所】
■日時＝６月１日（金）午前10時～午

後３時
■場所＝JR三股駅 多目的ホール
■ 町内の人権擁護委員＝本町で活動

する人権擁護委員は、次の６人です。
人権擁護委員は、町長が推薦し、法
務大臣から委嘱されています。

　 　今
いま

村
むら

理
り

絵
え

さん、馬
ば

場
ば

真
しん

吾
ご

さん、桒
くわ

畑
はた

実
み

余
よ

子
こ

さん、大
おお

隣
となり

雅
まさ

春
はる

さん、竹
たけ

之
の

下
した

洋
よう

子
こ

さん、黒
くろ

木
き

兼
けん

一
いち

郎
ろう

さん
■問い合わせ＝
　総務課 行政係
　☎52－1112

工業統計調査は、国の工業の実態を
明らかにすることを目的とした、統計
法に基づく報告義務がある重要な統
計です。結果は中小企業施策や地域振
興などの基礎資料として利活用されま
す。調査時点は平成30年６月１日です。
対象の事業所に調査員が伺いますので、
調査票へのご回答をお願いします。
■問い合わせ＝
　企画商工課 商工観光係
　☎52－9085

消防庁では、危険物を取り扱う事業
所での自主保安体制を確立するため、
６月３日（日）～９日（土）を「危険物
安全週間」とし、危険物の保安に対する
意識の高揚および啓発を全国的に推進
しています。

これを機に、事業所は自主保安体制
を確立していただき、町民の皆さんも、
セルフ給油所などで給油するときは注
意事項をよく読んで、事故防止に努め
ていただきますようお願いします。

【平成30年度推進標語】

この１球�届け無事故へ�みんなの願い
■問い合わせ＝
　都城市消防局 予防課
　☎22－8884

町では、生活排水による大淀川の水
質汚濁の防止と快適な生活環境の創造
を目的に、浄化槽の設置に対する補助
を行っています。※新築に対する補助
はありません。

単独処理浄化槽から合併処理浄化槽
へ転換する人のうち、既設の単独処理
浄化槽を撤去する場合は、補助金額に
上乗せして撤去にかかる費用を補助
する制度を設けています。※上限額は
９万円です。
■補助申請の方法＝合併処理浄化槽の

設置工事を始める前に補助金交付申
請をして、補助金交付決定通知を受
けてください。交付決定前に工事を
始めると、補助金の交付を受けるこ
とができません（交付決定前に職員
が現場確認を行います）。また、県が
指定する浄化槽工事登録業者以外で
工事を行うと補助を受けることがで
きません。※補助金には限りがあり、
予算に達した時点で終了となります。

■補助の対象＝居住用の建物（店舗と
の併用住宅の場合は、延べ床面積
の２分の１以上が住居部分であるこ
と）で、既設の汲み取り・単独処理浄
化槽から合併処理浄化槽へ転換する
人。※ただし、寄宿舎や別荘は除く。

■補助の要件＝
・�公共下水道または農業集落排水処理
区域外であること。
・�申請者と同居する世帯全員が町税な
どを滞納していないこと。※世帯用
の「滞納のない証明」の添付が必要。

お知らせ Mimata Information

平 成30年の工業統計
調査を実施します

全 国瞬時警報システ
ム（Jアラート）の
全国一斉伝達試験
を実施します

寄 付 者 続柄 故人名 年齢 地区 金額

愛のご寄付

６ 月３日～９日は「危
険物安全週間」です

国 民健康保険制度が
変わりました

家 庭用電動生ごみ処
理機購入費の一部
を補助します

特 色ある地域づくり
を目指す団体に補
助金を交付します

権擁護委員の日」
に特設相談所を開
設します

｢人

合 併浄化槽の補助制
度をご利用ください

人槽区分
汲み取りまたは

単独処理浄化槽からの
改築の場合

5人槽 33万2,000円
6 ～ 7人槽 41万4,000円
8 ～ 10人槽 54万8,000円
11 ～ 20人槽 54万8,000円

桒
くわ

畑
はた

初
はつ

枝
え

夫 浩
こう

三
ぞう

75 下新 １０万円
國
こく

分
ぶ

美
み

津
つ

子
こ

父 田畑武
たけ

也
や

78 蓼池 2万円
川原リツ子 夫 勇

いさむ

79 中米 ５万円
上
うえ

原
はら

ミヨ 夫 春男 88 稗田 ３万円
平田 淳一 姉 森ワキ 93 中原 ５万円
児玉 ミワ 夫 輪

とおる

87 長田 ３万円
上西 理惠 夫 利

とし

茂
も

62 仲町 ３万円
鍋倉由

ゆ

樹
き

夫
お

父 重
しげ

秋
あき

87 梶山 ３万円
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健康管理センターからのお知らせ
●健康管理センター　☎52－8481

●赤ちゃん健診
■期日＝６月７日（木）
■受付＝午後１時～１時30分
■対象者＝
・健診＝平成29年５月、11月、平成30年３月生まれ
・相談＝平成29年７月、９月、平成30年１月生まれ
■ 準備するもの＝母子健康手帳（おっぱい相談希望者は

タオル３枚程度をお持ちください）
　※�子どもの月齢に応じて医師の診察を行います。栄養相談
やおっぱい相談も実施しますので、ぜひご利用ください。

●１歳６カ月児健診
■期日＝５月24日（木）
■受付＝午後１時～１時30分
■対象者＝平成28年９月１日～平成28年10月31日生まれ
■準備するもの＝母子健康手帳、質問票
　※�当日は歯科と内科の診察があります。また心理相談、歯科

相談、栄養相談も実施しますので、ぜひご利用ください。
●２歳６カ月児健診

■期日＝５月31日（木）
■受付＝午後１時～１時30分
■対象者＝平成27年10月１日～平成27年11月30日生まれ
■準備するもの＝母子健康手帳
　※�当日は歯科の診察を行います。ことばの相談、栄養相

談も実施しますので、ぜひご利用ください。
子育て支援センターからのお知らせ
●子育て支援センター　☎52－8101

●子育て支援センターに遊びにきませんか？
子育て支援センターは、町総合福祉センター「元気の杜」

にあります。利用できるのは、未就学の子どもと保護者です
（保護者同伴が原則）。月曜・火曜・木曜の午前９時～正午
までと午後１時～３時まで、金曜は午前９時～正午までセ
ンターを開放しています。また開放日にあわせて、毎月、楽
しい行事や教室を行っています。※予約が必要な活動や都
合により変更になる場合がありますのでご了承ください。

子どもと遊べる場所を探している、お友達を作りたいお
母さんたちは、ぜひ親子で遊びに来てください。
●誕生会（４・５月生まれのお友だち）

■期日＝５月15日（火）
■時間＝午前10時～ 11時
■内容＝誕生日のお友だちをみんなでお祝いしましょう。

●友達つくろう！一緒にあそぼう！
子育て中のママたちのサークル「いもん子クラブ」と、

手遊びや製作を通して触れ合いましょう。
■期日＝５月17日（木）　

■時間＝午前10時30分～ 11時
●親子ふれあいコンサート

笑顔を運ぶ音楽団「小さな音楽会」の、生の歌と演奏で
楽しい時間を過ごしましょう。

■期日＝５月22日（火）　
■時間＝午前10時～ 11時
■場所＝町総合福祉センター「元気の杜」大会議室

●おはなし会
読み聞かせボランティアグループ「おおきな木」による

読み聞かせを行います。
■期日＝６月７日（木）
■時間＝午前10時30分～ 11時

●救急法講習会
■期日＝６月14日（木）
■時間＝午前10時30分～ 11時30分
小児に対するAED（自動体外式除細動器）の使用方法と

心肺蘇生法についてを学びます。
ファミリー・サポート・センターたんぽぽからの
お知らせ
●ファミリー・サポート・センターたんぽぽ　☎51－5688

当センターは、ご近所で助け合う子育てを組織化したも
のです。
”依頼者は信頼・安心して預け、提供者は大切にかわい
がって預かってくれる”

そんなお互いにとって優しさや喜びが響き合うことを大
切にしながら活動を行っています。

・子育ての手助けをしてほしい人→おねがい（依頼）会員
・子育ての援助をしたい人→まかせて（提供）会員

育児を頑張り過ぎていませんか？地域の人に甘えてみま
せんか？

１人で悩まず、まずは気軽に相談してください。急な用
事に備えて、念のため登録している人もたくさんいます。
＜現在行っている援助活動＞

・用事やリフレッシュをしたいときの預かり
・習い事への送迎
・幼稚園、保育園、児童館などへの送迎 など

●利用料金（町が１人目のみ１時間200円を助成）

※助成後の料金を表記しています。
●まかせて会員を随時募集しています

地域の子育てを応援する「まかせて会員」を募集してい
ます。送迎の協力だけでも大歓迎です。まずは、電話でお問
い合わせください。時間外は留守番電話で対応しています

ので、名前と電話番号をメッセージに残してください。こ
ちらからかけ直します。

■問い合わせ＝ファミリー・サポート・センターたんぽ
ぽ ☎51－5688（町総合福祉センター「元気の杜」子育て
支援センター内）

健康管理センターからのお知らせ
●健康管理センター　☎５２－８４８１

●リズムウォーキング
■期日＝５月21日(月)
■時間＝午前10時～ 11時
■場所＝町健康管理センター
音楽に合わせて、ストレッチや歩く動作を中心に、楽し

く体を動かします。動きやすい服装で、室内履きを持って
きていただければ、登録後すぐに参加できます。
●人間ドックについて

30歳～ 70歳までの５歳ごとの節目の人を対象に、人間
ドック料金の一部助成を行います。受診希望者は、受診券
の交付をしますので、受診券交付期間に町健康管理セン
ターへお越しください。
※�ただし、職場などでドックを受ける機会がない人が対象
です（限定130人）。定員になり締め切りますので、ご了
承ください。
■ 受診券交付日時＝６月１日（金）～６月14日（木）（土

曜・日曜を除く）時間：午前９時～正午まで※電話での
受付はできません。

■ 準備するもの＝印かん、健康保険証または運転免許証
などの身分を証明できるもの※代理人が申請する場
合は、代理人の身分証明ができるものが必要です。

■人間ドック実施期間＝６月～平成31年３月末まで
■料金＝個人負担7,800円（町が３万円分を助成します）
　※�人間ドック検査項目以外の検査や精密検査の費用

は、個人負担となります。
■検査項目＝
・診察（胸部・腹部聴診）
・身体計測（身長、体重、標準体重、BMI、腹囲）
・循環器検査（血圧、安静時心電図）
・消化器検査（胃カメラ、便潜血2日法）
・胸部CT検査
・腹部超音波検査
・ 採血（貧血、電解質、脂質、肝機能、膵機能、腎機能、

糖尿病、血液型）
・尿検査
■ 実施医療機関＝受診券交付時に医療機関一覧をお渡

しします。※受診券を受け取ってから、個人で医療機
関に電話をかけて予約をしてください。

地域包括支援センターからのお知らせ
●三股町地域包括支援センター　☎52－8634

●高齢者の訪問活動を実施しています！
町地域包括支援センターは、高齢者が住みなれた地域で、

いきいきと安心し、自立した暮らしが続けられるように支
援します。そのために、自宅に訪問して日ごろの暮らしぶ
りや、体調のこと、困りごとなどを聴いています。

地域包括支援センターの職員が訪問したときは、お気軽
に何でもご相談ください。

【注意とお願い】
町地域包括支援センターでは、訪問するときは必ず同セ

ンターの職員であることを名乗り、守秘義務を厳守します。

●足もと元気教室
■日程＝５月16日～６月15日までの分

保健と福祉 Mimata  Health & Welfare Guide

■�準備するもの＝体操のできる服装、シューズ、水分補給用の飲み物
※５月１日～15日の日程は、『広報みまた』先月号をご参照ください。

利用時間 １時間当たりの利用料
月～金曜（祝日を除く）
午前７時～午後７時

子ども１人目のみ…400円
兄弟利用２人目から…300円

月～金曜の早朝、
夜間と土曜・日曜・祝日

子ども１人目のみ…600円
兄弟利用２人目から…400円

地区名 時　間 場　所 期　日

第1地区 午前9時30分～ 11時 第 1 地 区 分 館
５月１８日（金）
６月１日（金）
６月１５日（金）

第2地区 午後1時30分～ 3時 2地区交流プラザ ５月２４日（木）
６月７日（木）

第3地区 午後1時30分～ 3時 第 3 地 区 分 館 ６月１４日（木）
第4地区 午前9時30分～ 11時 第 4 地 区 分 館 ５月１６日（水）
第5地区 午後1時30分～ 3時 轟木集落センター ５月１７日（木）

蓼　池 午前9時30分～ 11時 蓼 池 児 童 館
５月１７日（木）
５月２４日（木）
６月７日（木）

餅　原 午前9時30分～ 11時 餅原営農研修館 ５月２１日（月）

三　原 午後1時30分～ 3時 三原
コミュニティセンター ５月１６日（木）

下　新 午前9時30分～ 11時 第 7 地 区 分 館 ６月８日（金）
今　市 午前9時30分～ 11時 今 市 児 童 館 ６月４日（月）

中　原 午前9時30分～ 11時 中原　　　　　
コミュニティセンター

５月２３日（水）
６月１３日（水）

花見原 午前9時30分～ 11時 花見原
コミュニティセンター ６月６日（水）

第8地区 午前9時30分～ 11時 第 8 地 区 分 館 ５月２５日（金）

第9地区 午後1時30分～ 3時 第 9 地 区 分 館 ５月２３日（水）
６月１３日（水）
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※�休日急患診療機関の診療時間は午前9時〜午後6時です。やむを得ず変更する場合があります
ので、☎23-5555でご確認ください（夜間は都城夜間急病センター☎36-8890まで）。なお歯
科については☎25-4100にお問い合わせください。

くらしのカレンダー
平成30年５月１日（火）～６月９日（土）

みまたくらしのカレンダー

納期限は５月31日（木）です
●軽自動車税

口座振替日は５月25日(金)です。また、再振替日は６月11日
（月）に行います。振替日の前日までに預貯金口座の残高確認
をお願いします。口座の解約などで振替ができなかった場合
は、「口座振替不能用の納付書」を送付します。納付書に記載
されている納付場所で早めに納めてください。

町税の納付は「安心・便利・確実」な
口座振替をご利用ください
◆申し込み手続き
・口座振替依頼書は役場税務財政課のほか、町指定金融機関
（都城農業協同組合、宮崎銀行など）や郵便局にあります。

・金融機関などに「預金通帳」「口座届け出印」をお持ちになり、
口座振替依頼書に必要事項を記入のうえ、申し込んでください。

◆金融機関など（各支店・各支所）
　都城農業協同組合、宮崎銀行、宮崎太陽銀行、宮崎都城信

用金庫、鹿児島銀行、郵便局、九州労働金庫
◆口座振替ができる町税
　町県民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税
◆口座振替ができる預貯金の種類
　普通預金、当座預金、納税準備預金、通常郵便貯金
◆口座振替の開始月
　ご依頼日の翌月または翌々月からの引き落としになります。
◆振替日
　毎期25日（金融機関が休みの場合、翌営業日になります）
◆注意事項
　毎期25日の翌月10日（金融機関が休みの場合、翌営業日になり

ます）に再振替を行っています。再振替でも引き落としできな
かった場合は、町役場窓口で納付していただくことになります。

■問い合わせ＝納税管理係 ☎52-9635

生活と税 Life & Tax

・町税の納付は「安心・便利・確実」な口座振替のご利用を！ ・この社会 あなたの税が生きている ・たばこは町内で買いましょう

■税 ● 税務財政課からのお知らせ

交通事故（人身）発生ワースト順位 ◎県内第６位／平成30年２月28日現在（全26市町村中）※ワースト…悪い方からの順位
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①
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間
、
今
ま
で

体
験
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
大
き
な
衝
撃

が
私
の
体
を
直
撃
し
ま
し
た
。路
肩
に
駐
車

中
の
ト
ラ
ッ
ク
に
衝
突
し
た
の
で
す
。車
の
助

手
席
は
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
の
下
に
入
り
込
ん

で
し
ま
い
、そ
の
衝
撃
で
、
助
手
席
に
乗
っ
て

い
た
友
人
は
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
に
顔
面
を
強

打
し
、事
故
か
ら
13
日
後
に
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。私
も
重
傷
を
負
い
、１
カ

月
間
入
院
し
た
た
め
、亡
く
な
っ
た
友
人
の
葬

儀
に
も
出
席
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。葬
儀
に

参
列
し
た
私
の
両
親
か
ら
話
を
聴
き
、
悔
や

ん
で
も
悔
や
み
き
れ
ず
、
病
院
内
で
落
胆
し
、

苦
し
み
、
自
分
を
責
め
続
け
ま
し
た
。し
か
し
、

本
当
を
苦
し
み
は
、
私
が
退
院
し
て
遺
族
と

お
会
い
し
た
と
き
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

※ 贖いとは、罪を償うという意味。
　ここに掲載してある手記は、交通事
故を引き起こして刑務所で罪の償いを
している人たちの懺

ざ ん げ

悔の記録です。
　一瞬の過ちによって、家族、恋人、
友人など親しき人々から隔絶され、自
ら犯した罪を反省している様子が文
脈の端端から伝わってきます。
　このような悲惨な事故を引き起こさな
いよう、心の戒めにしていただきたいと
思います。
〔（一財）東京交通安全協会提供〕

交
通
事
故
は
も
う
た
く
さ
ん
…
…
…

贖あ
が
な

い
の
日
々

15 火 ◦可燃物
16 水 ◦図書館休館日
17 木 ◦缶・瓶
18 金 ◦可燃物
19 土

20 日

◎畠中小児科医院（小） ☎52-6000（三股町）

◎三嶋内科（内） ☎24-7171（鷹　尾）

◎森山内科・脳神経外科（内） ☎21-5000（南鷹尾町）

◎吉見クリニック（外・整・内）☎58-5633（高城町）

◎よしかわクリニック（麻・整・内） ☎23-9384（前田町）

◎宮田眼科病院（眼） ☎22-1441（蔵原町）

21 月 ◦可燃物 ◦図書館休館日
22 火 ◦可燃物
23 水

24 木 ◦不燃物
25 金 ◦可燃物
26 土

27 日

◎教山内科医院（内・小） ☎62-1205（高崎町）

◎瀬ノ口医院（内・消） ☎25-5155（姫城町）

◎しげひらクリニック（内） ☎27-5555（神之山町）

◎福島外科胃腸科医院（外・胃・整） ☎38-1633（都北町）

◎もちお蛯原医院（整・形） ☎21-5355（蓑原町）

◎いわよし耳鼻咽喉科クリニック（耳鼻） ☎36-5555（千　町）

28 月 ◦可燃物 ◦図書館休館日
29 火 ◦可燃物
30 水

31 木

1 金 ◦可燃物
2 土

3 日

◎冨田医院（内・小） ☎23-4586（栄　町）

◎森山内科・脳神経外科（内） ☎21-5000（南鷹尾町）

◎大橋クリニック（内・消・リハ） ☎37-0539（庄内町）

◎山路医院（外・内） ☎64-3133（山田町）

◎石井皮膚科医院（皮） ☎23-4588（蔵原町）

◎小山田眼科医院（眼） ☎22-0710（松元町）

4 月 ◦可燃物 ◦図書館休館日
5 火 ◦可燃物
6 水

7 木

8 金 ◦可燃物
9 土

1 火 ◦可燃物
2 水

3 木

◎ふくしまクリニック（内・消・小） ☎46-5001（下川東）

◎柏村内科（内） ☎22-2616（上　町）

◎佐々木医院（内） ☎62-1103（高崎町）

◎川畑医院（外・胃） ☎46-3225（年見町）

◎きたむら皮膚科クリニック（皮・アレ） ☎38-7300（吉尾町）

◎武田産婦人科医院（産・婦）☎22-0336（蔵原町）

◦図書館休館日

4 金

◎はしぐち小児科（小） ☎24-5500（都原町）

◎鵜木循環器内科医院（循・内） ☎26-0008（花繰町）

◎山下医院（内・呼） ☎52-1348（三股町）

◎一心外科医院（外・胃・肛門・内） ☎52-7788（三股町）

◎倉内整形外科病院（整） ☎22-1252（上　町）

◎ふたみ眼科（眼） ☎38-5532（都北町）

◦可燃物 ◦図書館休館日

5 土

◎山内小児科医院（小） ☎22-0048（上　町）

◎ゆうクリニック（内） ☎46-6100（広原町）

◎海老原内科（内） ☎64-1211（山田町）

◎野口脳神経外科（脳） ☎47-1800（太郎坊町）

◎横山病院（消） ☎22-2806（都島町）

◎吹上耳鼻咽喉科医院（耳鼻） ☎21-4133（鷹　尾）

◦図書館休館日

6 日

◎柳田病院（小・内） ☎22-4862（東　町）

◎有川呼吸器内科医院（呼・内） ☎24-6677（上川東）

◎隅病院（内・胃） ☎62-1100（高崎町）

◎はまだクリニック（外・胃・肛） ☎45-2266（祝吉町）

◎ながはま整形外科（整） ☎46-7188（都北町）

◎西浦医院（耳鼻） ☎22-0715（松元町）

7 月 ◦可燃物 ◦図書館休館日
8 火 ◦可燃物
9 水

10 木 ◦白色トレイ・ペットボトル
11 金 ◦可燃物
12 土

13 日

◎志々目医院（内・小） ☎57-2004（山之口町）

◎野辺医院（内・胃） ☎22-0153（上　町）

◎いづみ内科医院（内） ☎22-7111（鷹　尾）

◎三州病院（外・胃・内） ☎22-0230（花繰町）

◎どいクリニック（外・胃・内） ☎22-1825（上東町）

◎丸田病院（産・婦） ☎23-7060（八幡町）

14 月 ◦可燃物 ◦図書館休館日

◎５月の予定

（
全
２
回
）

◎ 今月の表紙

『きらめく色彩』

椎八重公園のツツジ

園内に約６万本のクルメツツジが咲
く椎八重公園。ツツジとバックにそび
える山の緑のコントラストが対照的で
なんともいえない情緒を醸し出しま
す。園内をゆっくり散策すると色とり
どりのツツジが来場者の心を癒やしま
す。晴れ渡る空に真っ赤な花とたくさ
んの笑顔がいっせいに咲きました。

◎６月の予定

広報みまた 2018.517 16PublicRelations



地
産
地
消
の
推
進
と
、
次
世
代
を
担
う
商

業
者
を
育
て
る
こ
と
を
目
的
に
、
町
農
畜
産

物
利
用
地
域
活
性
化
推
進
協
議
会
と
都
城
東

高
等
学
校
が
連
携
し
て
、
今
月
か
ら
月
１
回

（
毎
月
第
２
土
曜
日
）、
高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン

『
東
の
風
』
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。東
高
校

の
調
理
科
１
・
２
年
生
が
、
実
践
的
な
接
客

や
レ
ス
ト
ラ
ン
経
営
を
学
び
な
が
ら
、
自
慢

の
手
料
理
を
提
供
し
ま
す
。こ
の
高
校
生
レ

ス
ト
ラ
ン
を
通
し
て
、
多
く
の
人
に
地
元
の

食
材
を
、
実
際
に『
見
て
・
食
べ
て
』
よ
り
身

近
に
感
じ
て
も
ら
え
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。今

後
も
、
当
物
産
館
で
は
、
駅
前
の
に
ぎ
わ
い

創
出
に
繋
が
る
よ
う
な
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
画

に
協
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン
『
東
の
風
』

「
よ
か
も
ん
や
」
内
に
オ
ー
プ
ン
！

■
茶
じ
ょ
け

三
股
町
が
５
月
３
日
で
町
制

施
行
70
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ

の
10
年
を
振
り
返
る
と
、
町
の

人
口
２
万
５
千
人
達
成
、
ま
ち

づ
く
り
基
本
条
例
制
定
、
み
ま

た
ん
霧
島
パ
ノ
ラ
マ
ま
ら
そ
ん

の
開
催
や
西
部
地
区
体
育
館
の

開
館
な
ど
、
数
多
く
の
飛
躍
を

遂
げ
て
き
ま
し
た
。
先
人
た
ち

が
発
展
さ
せ
て
き
た
町
を
よ
り

魅
力
あ
ふ
れ
る
自
慢
の
町
に
し

て
い
く
の
は
、
こ
れ
か
ら
の
私

た
ち
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
大

人
に
な
っ
た
時
に
帰
っ
て
き
た

い
と
思
え
る
場
所
、
誇
り
に
思

え
る
町
に
で
き
る
よ
う
に
考
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
▼

熊
本
地
震
の
発
生
か
ら
２
年

◦男／11,791人◦女／13,599人◦計／25,390人（前月比－54人）
◦世帯数／10,162戸（＋27戸）◦出生／21人◦死亡／20人
◦転入／211人◦転出／266人

三股町の人口 平成30年４月１日現在
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が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ

の
災
害
で
犠
牲
と
な
ら
れ
た

方
々
に
あ
ら
た
め
て
哀
悼
の
意

を
表
す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ

た
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
見
舞
い

を
申
し
あ
げ
ま
す
。
本
町
で
も

去
年
10
月
以
降
、
新
燃
岳
が
断

続
的
に
噴
火
し
て
い
て
、
毎
年

の
よ
う
に
発
生
す
る
台
風
や
集

中
豪
雨
な
ど
に
よ
る
風
水
害

な
ど
、
今
後
も
自
然
災
害
へ
の

警
戒
を
強
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
私
た
ち
一
人
一
人
が
、

「
常
在
危
機（
じ
ょ
う
ざ
い
き

き
）」
の
意
識
を
持
っ
て
、
日
頃

か
ら
の
備
え
を
し
っ
か
り
と

進
め
る
こ
と
が
大
切
だ
と
あ

ら
た
め
て
思
い
ま
し
た
。〈
セ
〉

黒

木

文

子

雨
の
日
に
集
団
登
校
す
る
児こ

ら
の
傘
ゆ
れ
ゆ
れ
て
花
咲
く
ご
と
し

山
里
の
夜
は
深

し
ん
　
し
ん深

と
し
て
下
駄
の
音ね

の
カ
ラ
ン
コ
ロ
ン
と
聞
こ
え
た
り

[

短
歌]  

◆
三
股
短
歌
会

【

】
雨
の
日
に
、
集
団
登
校
を
す
る
児
童
の
カ
ラ
フ
ル
な
傘
が
列
に
な
り
、

ゆ
ら
ゆ
ら
と
揺
れ
る
様
は
、
花
が
咲
い
て
い
る
よ
う
で
す
。

山
深
い
私
の
古
里
は
、
夜
に
な
る
と
さ
ら
に
静
か
に
な
り
ま
す
。コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
道
を
、
遠
く
か
ら
歩
い
て
来
る
人
の
下
駄
の
音
が
、
心
地

よ
く
聞
こ
え
て
い
た
も
の
で
し
た
。

231

ま
ち
を
支
え
る
人
た
ち
109

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

三
股
町
物
産
館
よ
か
も
ん
や 

情
報
発
信
コ
ー
ナ
ー

通信
主
婦
の
新
た
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

ん
じ
ゃ
様
だ
よ
り

日
々
に「
寄
り
添
う
」革
製
品
を

女
性
が
作
る
〝
男
前
〟
な
革
小
物
ブ

ラ
ン
ド
「E

え2

にS

し

H
I

」。
手
作
業
な

ら
で
は
の
味
わ
い
と
洗
練
さ
れ
た
デ
ザ
イ

ン
で
人
気
を
集
め
て
い
る
。10
年
前
、
主

婦
業
の
か
た
わ
ら
「
育
児
を
し
な
が
ら
で

も
働
け
る
、新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
た
い
」

と
考
え
、
当
時
、
周
り
に
少
な
か
っ
た
革

製
品
作
り
を
開
始
。
失
敗
を
重
ね
な
が

ら
、
思
い
付
い
た
ア
イ
デ
ア
を
形
に
し
て

い
く
と
、
知
人
の
間
で
徐
々
に
反
響
が
増

え
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
販
売
す
る
と
全

国
か
ら
注
文
が
入
る
よ
う
に
。彼
女
の
作

品
に
惹
か
れ
た
人
が
、
イ
ベ
ン
ト
出
店
時

に
県
外
か
ら
会
い
に
来
て
く
れ
た
こ
と
も

あ
る
。使
い
込
ん
で
変
色
し
た
財
布
を
見

せ
、「
こ
れ
が
手
放
せ
な
い
」
と
言
わ
れ
た

こ
と
が
自
信
に
な
っ
た
。「
製
品
の
向
こ

う
に
は
必
ず
人
が
い
る
。使
う
人
の
生
活

に
ど
う
寄
り
添
え
る
か
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

作
っ
て
い
ま
す
」
と
意
気
込
む
。女
性
の

新
た
な
働
き
方
を
切
り
開
く
彼
女
の
挑
戦

は
、
こ
れ
か
ら
も
続
い
て
い
く
。

み
ま
た
ん
駅
前
よ
か
も
ん
朝
市

〒
８
８
９

―

１
９
０
１ 

宮
崎
県
北
諸
県
郡
三
股
町

大
字
樺
山
４
４
２
１
番
地
22
（
JR
三
股
駅
隣
）

☎
０
９
８
６（
52
）
３
１
３
１

営
業
時
間
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６
時
30
分

定
休
日
／
毎
月
第
３
木
曜

http://mimatan.com

上

門

典

子

★

★

古こ

賀が

笑え

里り

花か

ち
ゃ
ん

愛あ
い

理り

ち
ゃ
ん

◎
平
成
28
年
７
月
１
日
生
ま
れ（
１
歳
）

◎
古
賀
和
之
さ
ん
・
里
枝
さ
ん
の
長
女
・
次
女

◎
平
成
26
年
７
月
17
日
生
ま
れ（
３
歳
）

原は
ら

田だ

一い
つ

輝き

く
ん

◎
平
成
29
年
５
月
27
日
生
ま
れ（
０
歳
）

◎
原
田
宙
さ
ん
・
み
ど
り
さ
ん
の
長
男

第
67
回

檪
田
在
住�

武た
け

内う
ち

敬け
い

子こ

（
39
）さ
ん

いい季節じゃな！
連休はどこへ
出掛けるかの？

■
期
日
＝
５
月
27
日（
日
）
午
前
８
時
～
10
時
30
分
ご
ろ
ま
で

家
の
中
は
子
ど
も
た
ち
の
笑
い
声
が
絶
え
ま
せ

ん
♪
最
近
は
ハ
グ
し
合
っ
て
遊
ん
で
い
ま
す
♥
い

つ
ま
で
も
姉
妹
仲
良
く
大
き
く
な
っ
て
ね
！

ス
テ
キ
な
笑
顔
、
大
き
な
声
、
む
ち
む
ち
の

足
♥　

家
族
み
ん
な
を
幸
せ
に
し
て
く
れ
ま

す
。
あ
り
が
と
う
、
大
好
き
だ
よ
！

７月８日（日）、２回目となる雑貨イベントを
町情報交流センター「あつまい」で主催する

第
１
回
目
の
高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン『
東
の

風
』
は
、
５
月
12
日（
土
）
に
開
催
で
す
。営

業
時
間
は
、
午
前
11
時
～
午
後
２
時
ま
で
と

な
っ
て
お
り
、
価
格
は
１
０
０
０
円（
予
定
）

で
す
。そ
の
他
の
詳
細
は
、
町
農
畜
産
物
利

用
地
域
活
性
化
推
進
協
議
会
事
務
局（
企
画

商
工
課
）
も
し
く
は
町
物
産
館「
よ
か
も
ん

や
」
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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◎町　章／ 町の木「イチョウ」を図案化したもので、外
形は丸く円満で輪、すなわち和やかさを表
し無限を意味しています。

◎町の花／サツキ
◎町の鳥／ホオジロ
◎町の木／イチョウ

◎町の生い立ち
いろいろと発掘される土器などから、新石器時代より三股町各所に人が

住んでいたことがうかがわれます。また、その名の起源は「古くから川三条、
股になりて流れたり」と古書にあって、その名「三股」をとどめているといわ
れています。江戸時代は鹿児島藩に属し、明治初年、五戸長を一丸として、
戸長役場と改称しました。当時の地頭・三島通庸（みしまみちつね）は荒涼た
る原野に土木を興し、産業を奨励し、教育の振興を図って村づくりを成し、
ここ三股の基礎が築かれたのです。

明治22年、町村制実施により三股村となり、昭和23年５月３日に町制を施行
して名実共に三股町として発足しました。以来自治の発展に努め、文化農村
建設へとまい進し、今や数多くの企業誘致により町民の所得向上を図りなが
ら町民参加型の「自立と協働で創る 元気なまち」を目指し、躍進しています。

 ◎わが家の一番星
　町内在住で３歳以下のお子さんについて、掲載申込書に写真を添えてお申し込みください。

 ◎ご長寿万歳
　町内在住で80歳以上の元気な高齢者について、掲載申込書に写真を添えてお申し込みください。

※�「わが家の一番星」「ご長寿万歳」の掲載申込書は町役場にあります。また町公
式サイトからダウンロードすることもできます。
　（町公式サイトアドレス…http://www.town.mimata.lg.jp/）

■問い合わせ　総務課　秘書広報係　☎52-1113（直通）


